
日 曜 主な行事

9 月 教育相談④ ４５×５ ALT

10 火 教育相談⑤ ４５×５ ALT

11 水 教育相談⑥ ４５×５ ALT

12 木
特支連合学芸発表会
漢検集金① ALT

13 金 漢検集金② ALT

14 土

15 日
スピーキングテスト予備
私立高校入試相談始

16 月 学年朝礼 ALT

17 火
⑤⑥チャレドリ発表会
ALT

18 水 職員会　ALT

19 木 ALT

20 金 避難訓練　ALT

21 土

22 日

23 月 ALT

24 火 給食終　大掃除

25 水 終業式

26 木 冬季休業日始　ICT

27 金 仕事納め

28 土

29 日 学校閉庁日

7 火 冬季休業日終

8 水 始業式

9 木 給食始　都立推薦出願受付始

10 金 ALT

13 月 成人の日

14 火 ４５×６　専門委員会 ALT

15 水 職員会　ALT

16 木 安全指導　ALT　英検対策講座

17 金 ALT

20 月
学力向上週間始（～24）
全校朝礼　ALT（～24）

ALT　学力向上週間終

英検対策講座

25 土 生徒会長交流会

26 日 都立推薦入試

27 月
学年朝礼
（都立推薦入試２日目）

28 火 避難訓練

29 水 職員会

30 木 都立一般出願始

31 金
音楽鑑賞教室（２年）
都立推薦発表　　漢検

☆特別支援学級・６組　『チャレンジ・ザ・ドリーム』

　11月25日（月）から11月29日（金）まで、チャレンジ・ザ・ドリーム
（職場体験）を行いました。お弁当の用意をはじめ、面談やしおりの記入等
多くの保護者の皆様にご協力いただき、ありがとうございました。
　事業所の方との事前面談では緊張しながらも初めての面接にしっかりと取
り組む姿勢が見られました。５日間乗り切れるのか不安もありましたが、自
分の役割を果たし、事業所の方々からお褒めの言葉をたくさんいただきまし
た。働くことの意義を認識し、自信につながる貴重な経験ができたことをう
れしく思います。

１月の予定

１２月の予定

1/１（水）～３（金）学校閉庁日

　11月25日(月)～29日(金)にチャレンジ・ザ・ドリーム（職場体験）を行いまし
た。２学期早々のオリエンテーションから足掛け３か月をかけ、職業に対する理解
を深め、自分と向きあい続けました。生徒たちは今までに見せたことのない緊張の
面持ちで、事前訪問、職場体験の初日を迎え、５日間という長丁場の職場体験を完
走することができました。
　体験中、事業所訪問として教員が訪問した際には、どの生徒も集中して事業所で
の作業に取り組んでおり、その様子が事後学習にまとめられています。事業所の方
たちからも「本当に一生懸命に取り組んでくれて助かった。」「（保育園で）園児
がとても喜んでいた。」などのお褒めの言葉をいただきました。体験前にはぎこち
なかった敬語を使った言葉遣いもスムーズに使えるようになってきました。一方で
注意されたことも印象に残っており、今後の生活に生かしていきたいと考えている
生徒もいました。この体験で感じたことをぜひ今後の進路選択に生かしてほしいと
思います。自分の向き不向きだけでなく、多面的多角的に職業と向きあい、中学卒
業後どのような進学、就職をしていけばよいのか考え始めてほしいと思います。そ
のために重要な“学力”。受験勉強を始めるのに早いことはありません。進路実現
のために少しでも机に向かう機会を増やし、よりよい未来をつかんでほしいと思い
ます。

24 金

　文化祭も終わり、11月から進路に向けて面接練習、自己PRカードの準備を始めてい
ます。面接練習は、学年の先生と校長先生とで行いました。練習で1番気になったこと
は、「志望理由」です。数多くある上級学校の中から自分の行きたい学校を選ぶのは、
皆さんですが、上級学校の方も多くの受験生の中から自分の学校のことを理解し、努力
をして上級学校の目標を達成できるような生徒を選びたいと思っています。だから、そ
の学校がどのような生徒を育てたいと考えているのか、どのような生徒に入ってきて欲
しいと思っているのかを理解することが大切です。そして、それを踏まえて、自分は希
望する学校のどこに魅力を感じて、３年間でどのように成長したいのかを答える必要が
あります。これは自己PRカードにもいえることです。もう一度、そのような観点で志望
理由がいえているか見直しをしましょう。
　はやい人は１月に入ると受験が始まります。冬休み中に心がけて欲しいことは、３つ
あります。１つ目は、朝型のリズムに変えることです。多くの学校では、試験開始が９
時くらいからです。頭が働き出すのは、起きてから３時間後くらいといわれています。
９時に働き出すためには、遅くとも６時くらいに起きていないといけないということに
なります。受験生は勉強で夜遅くなりがちですが、冬休みからは朝勉強をする習慣に変
え、生活のリズムを整えていきましょう。２つ目は、受験校の過去問を解きましょう。
難しいと感じる人は、易しい問題（都立の問題ならば、大問の１と２）をまずは解いて
みましょう。できなかったところは、見直しをし、理解をして、再度解いてみましょ
う。そうやって、自分の力をつけてください。３つ目は、推薦受験を考えている人は、
作文・論文を実際に決まった時間で書いてみましょう。また、家族の人に協力をしても
らって、面接の練習もしましょう。
　保護者の皆様、お忙しい中、教育相談にいらしていただきありがとうございました。
今後もご家庭との連携が必要となって参ります。引き続き、ご協力方よろしくお願いし
ます。また、冬休み中に、制服がきちんとしているかをご確認いただき、ボタンの外れ
や裾のほつれなどがありましたら、直してくださいますようお願いします。

○１学年　『学年の様子』

◇２学年　『チャレンジ・ザ・ドリーム！』

◎３学年　『進路に向けて準備開始』

　教育相談ではご協力ありがとうございました。家庭での学習習慣がなかなか身に
ついていないことや、スマホやタブレットでの使用時間によって生活リズムが乱れ
ている等学校と家庭どちらでも改善していってほしい内容の話題が多く挙がってい
ます。２学期の期末考査を終えて、いまだに「勉強時間が足りなかった」「課題に
追われた」「実技教科の勉強まで手が回らなかった」等の言葉がたくさん聞かれま
す。自分自身の学習スタイルを確立していくべき時期に入ってきています。嫌なこ
と（勉強等）から逃げず、苦手克服に向けてまずは努力してみて欲しいと願ってい
ます。学校でも小テストや再テスト、課題等でバックアップをしていますので、ご
家庭でも学習習慣確立のためのお声がけ、ご協力をよろしくお願い致します。
　学級ではクラス反省も生徒たちの司会で行いました。授業中の私語、遊び、もの
を投げる、暴言等公共の場にふさわしくない行動、他者を思いやれない行動が改善
点として挙げられています。３学期には同じ反省ではなく、１年生の成長が見られ
る反省が挙げられるような学校生活を目指していきます。


